
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で
仕
事
を
確
保
し
、

組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
！

去
る
七
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
建
設
長
崎
第
六
十
七

回
定
期
大
会
で
「
長
崎
県
及
び
全
市
町
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
を
創
設
、
拡
充
さ
せ
、
仕
事
確
保
を
図
り
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
具
体

的
な
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
、
県
下
十
五

支
部
の
大
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
具
体
的

な
行
動
を
提
起
し
、
全
体
で
決
意
を
確
認
し
、

拡
大
行
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

各
支
部
で
は
、
支
部
毎
に
昼
間
、
夜
間
の

行
動
を
設
定
し
、
組
織
点
検
も
兼
ね
て
「
ふ

れ
あ
い
行
動
」
そ
し
て
「
拡
大
行
動
」
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
前
期
拡
大
行
動
は
十
一
月
末
日
が
締
切
で
す
。
後
、

二
、
三
名
の
拡
大
で
目
標
を
達
成
す
る
支
部
も
あ
り
ま
す
。

後
、
二
ヶ
月
余
り
頑
張
っ
て
成
果
を
出
そ
う
。

▲大村市長に御礼を兼ね表敬訪問

工
事
費
の
一
部
を
自
治

体
が
補
助
す
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
が

大
村
市
で
も
平
成
二
十
四

年
四
月
か
ら
県
内
で
八
番

目
に
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

当
面
の
予
算
と
し
て
二

千
万
円
が
計
上
さ
れ
、
申

込
も
順
調
に
伸
び
市
内
経

済
の
活
性
化
、
既
存
住
宅
の
質

の
向
上
、
そ
し
て
お
年
よ
り
も

健
康
に
生
活
で
き
る
事
を
目
的

と
し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
の
申
込
も
当
初
予
算
の

二
千
万
円
が
開
始
三
カ
月
後
の

七
月
に
は
消
化
し
、
九
月
議
会

で
補
正
予
算
と
し
て
三
千
八
百

万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
二
十
八
日
に
は

組
合
推
薦
議
員
と
と
も
に
次
年

度
以
降
も
継
続
確
保
で
き
る
よ

う
大
村
市
長
を
表
敬
訪
問
し
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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●申請できる方（補助対象者）

次の条件をすべて満たす方
・長与町内のリフォームを行う住宅に居住している人。
※住宅の所有者が本人又は２親等以内の親族。
※長与町に住民登録がある人。
・町税を滞納していないこと。
・同一の住宅に関し、この補助金を受けたことがないこと。
（助成は１回限り）

●補助対象となるリフォーム工事（補助対象工事）

次の条件をすべて満たす工事
・対象となる工事で１件当たりの工事費が２０万円（税抜き）以上の
工事。
・平成２５年３月末までに完了する工事。
・町内に事業所を有する個人事業主又は町内に本店又は支店等を有
する法人が施工する工事。
※注意：補助金の交付決定前に工事に着手した場合は補助対象とな
りません。

●補助金額

・補助対象となる工事費の１０％を補助。（千円未満切り捨て）限度
額は１０万円。
※当補助金は、予算が無くなり次第終了させていただきます。

●申請受付期間・場所

・平成２４年９月３日�から受け付け開始。
・申請場所：長与町役場 地域政策課

（長与町嬉里郷６５９－１ ℡０９５－８８３－１１１１）
※直接、窓口に申請書を提出してください（郵送・電子メール不可）。

私
た
ち
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
為
に

も
組
織
を
強
く
大
き
く
す
る
こ
と
が
要
求

実
現
の
早
道
で
す
。

厳
し
い
け
れ
ど
仲
間
と
共
に
組
合
新
加

入
に
邁
進
し
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
ご
紹
介
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

行動して
成成果果をを

September
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前期拡大行動（９月～１１月）
１８０名拡大目標達成に向け

前期目標
１１
７
１１
１１
１６
８
１５
１８
１１
１１
１６
１５
１３
１０
７
１８０

支部名
中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

長与町でも住宅リフォーム
助成事業始まる ９３～

大
村
市
９
月
議
会

補
正
三
、八
〇
〇
万
円

村
上
の
ぶ
ゆ
き

市
議
も
一
般
質
問

9

▲現場廻りをする佐世保北支部の仲間
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各
支
部
大
会
開
く 

中
央
支
部

大
浦
支
部

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

佐
世
保
北
支
部

北
松
支
部

諫
早
支
部

大
村
支
部

島
原
支
部

佐
世
保
中
央
支
部

佐
世
保
東
支
部

平
戸
支
部

浦
上
西
支
部

浦
上
東
支
部

西
彼
支
部

開
催
日

八
月
三
十
一
日
�

会

場

地
区
労
会
館
二
階

参
加
者

七
十
五
名

支
部
長

内
野

幸
雄（
大
工
）

副
支
部
長

本
多

常
秋（
型
枠

大
工
）

〃

山
口

龍
志（
左
官
）

〃

樋
口

正
人（
大
工
）

〃

石
橋

廣
喜（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

担
当
補
佐

森

一
公（
専
従
）

開
催
日

九
月
五
日
�

会

場

大
浦
区
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者

四
十
七
名

支
部
長

田
上

義
高（
大
工
）

副
支
部
長

平
山

正
則（
大
工
）

〃

北
村

五
男（
左
官
）

〃

諸
山

克
吉（
硝
子
工
）

〃

鳥
田

時
治（
大
工
）

書
記
長

若
杉

孝
雄（
専
従
）

担
当
補
佐

森

一
公（
専
従
）

開
催
日

九
月
十
日
�

会

場

長
崎
南
商
工
会

参
加
者

六
十
四
名

支
部
長

山
本

秀
夫（
大
工
）

副
支
部
長

葛
島

俊
幸（
大
工
）

〃

小
宮

清
治（
大
工
）

〃

小
泉

雄
義（
大
工
）

〃

中
島

善
明（
大
工
）

書
記
長

森

一
公（
専
従
）

開
催
日

九
月
三
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
古
賀

参
加
者

四
十
九
名

支
部
長

牧
島

貢（
大
工
）

副
支
部
長

里

澄
宏（
大
工
）

〃

岩
永

和
範（
左
官
）

〃

本
村
美
喜
男（
大
工
）

〃

尾
上

正
範（
左
官
）

書
記
長

江
頭

孝
一（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
七
日
�

会

場

中
里
皆
瀬
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
六
名

支
部
長

小
林

健
治（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

栄
治（
大
工
）

〃

柚
元

美
則（
大
工
）

〃

松
尾

正
明（
大
工
）

〃

松
山

新
二（
大
工
）

書
記
長

小
野

猛
範（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
一
日
�

会

場

サ
ン
パ
ー
ク
吉
井

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

須
藤

輝
久（
大
工
）

副
支
部
長

近
藤

力
也（
大
工
）

〃

坂
中

善
男（
左
官
）

〃

萩
原

正
清（
大
工
）

〃

池
本

勇（
塗
装
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

建
設
長
崎
第
六
十
七
回
定
期
大
会
後
、
各
支
部
は
八
月
二
十
日
の

島
原
支
部
大
会
を
皮
切
り
に
、
九
月
十
一
日
の
西
彼
支
部
大
会
で
県

下
十
五
支
部
の
全
て
の
支
部
大
会
が
終
了
し
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

開
催
日

九
月
七
日
�

会

場

諫
早
勤
労
者
福
祉
会
館

参
加
者

七
十
六
名

支
部
長

樋
口

義
雄（
大
工
）

副
支
部
長

木
下

忠
明（
大
工
）

〃

田
崎

義
光（
大
工
）

〃

石
丸

久（
大
工
）

〃

中
村

太
司（
大
工
）

〃

後
田

博
幸（
建
具
）

書
記
長

大
賀

修
司（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
四
日
�

会

場

支
部
事
務
所

参
加
者

七
十
四
名

支
部
長

伊
藤

一
廣（
大
工
）

副
支
部
長

福
田

通（
建
設

事
務
）

〃

平
内

末
雄（
左
官
）

〃

上
野
美
喜
雄（
大
工
）

〃

川
田

洋
一（
大
工
）

〃

緒
方

末
広（
大
工
）

〃

中
尾

政
男（
大
工
）

書
記
長

井
関

一
幸（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
〇
日
�

会

場

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
石
川

参
加
者

三
十
四
名

支
部
長

木
之
田

隆（
大
工
）

副
支
部
長

本
田

岩
勝（
大
工
）

〃

山
田

哲
夫（
大
工
）

〃

菅

進（
大
工
）

書
記
長

立
野

靖
也（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
二
日
�

会

場

Ｊ
Ａ
さ
せ
ぼ

参
加
者

六
十
七
名

支
部
長

塚
本

芳
美（
大
工
）

副
支
部
長

末
吉

重
一（
大
工
）

〃

田
中

清
士（
内
装
工
）

〃

川
元

俊
彦（
大
工
）

〃

川
畑

章（
造
園
工
）

〃

本
田

秀
樹（
型
枠

大
工
）

書
記
長

西
平

博
之（
専
従
）

担
当
補
佐

小
野

猛
範（
専
従
）

担
当
補
佐

古
井

宏
樹（
専
従
）

担

当

坂
口

友
廣（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
九
日
�

会

場

広
田
地
区
公
民
館

参
加
者

七
十
三
名

支
部
長

茅
原
喜
志
男（
土
木
工
）

副
支
部
長

長
島

則
行（
大
工
）

〃

田
中

秀
幸（
左
官
）

〃

小
谷

守（
大
工
）

〃

迎

稔（
大
工
）

〃

天
羽

靖
雄（
大
工
）

書
記
長

古
井

宏
樹（
専
従
）

開
催
日

八
月
三
〇
日
�

会

場

平
戸
海
上
ホ
テ
ル

参
加
者

六
十
八
名

支
部
長

寺
田

孝
弘（
大
工
）

副
支
部
長

林

敏
英（
大
工
）

〃

岡
田

眞（
左
官
）

〃

大
石

義
孝（
大
工
）

書
記
長

渕
上

武
司（
専
従
）

開
催
日

九
月
四
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

七
十
五
名

支
部
長

古
川

勝（
左
官
）

副
支
部
長

村
岡

広
明（
左
官
）

〃

佐
藤

昭
彦（
塗
装
工
）

〃

井
上

義
満（
大
工
）

〃

木
下

広
次（
大
工
）

〃

山
崎

司（
大
工
）

〃

山
形

信（
大
工
）

書
記
長

池
田

剛（
専
従
）

開
催
日

八
月
二
十
八
日
�

会

場

組
合
本
部

参
加
者

四
十
三
名

支
部
長

田
中

秀
則（
左
官
）

副
支
部
長

森

政
一（
大
工
）

〃

杉
山

達
美（
左
官
）

〃

田
川

和
博（
大
工
）

〃

松
田

隆
人（
土
木
）

〃

田
崎

順
一（
畳
工
）

〃

野
口

耕
平（
内
装
）

書
記
長

石
田

哲
雄（
専
従
）

開
催
日

九
月
十
一
日
�

会

場

時
津
町
北
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
者

七
十
二
名

支
部
長

松
林

満
男（
左
官
）

副
支
部
長

植
田

勝
次（
瓦
工
）

〃

井
手

保（
左
官
）

〃

岩
崎
喜
三
郎（
大
工
）

〃

山
中

茂（
大
工
）

書
記
長

松
園

俊
輔（
専
従
）

総
数
延
九
六
五
名
が
出
席

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５６７号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）９月１５日発行
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一
発
の
原
子
爆
弾
が
長
崎
上
空
に
投

下
さ
れ
て
六
十
七
年
目
の
夏
を
迎
え
ま

し
た
。
灼
熱
の
閃
光
と
爆
風
は
瞬
時
に

し
て
多
く
の
尊
い
命
を
絶
ち
、
そ
の
放

射
能
に
苦
し
め
ら
れ
た
多
く
の
人
々
は
、

今
も
尚
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

建
設
長
崎
で
は
、
恒
久
平
和
を
願
い
、

「
二
度
と
核
兵
器
を
使
わ
せ
な
い
」

「
核
と
人
間
は
共
存
で
き
な
い
」
と
、

平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
平
和
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

八
月
八
日
「
原
爆
殉
難
者
慰

霊
祭
」
が
原
爆
公
園
内
の
不
戦

平
和
の
塔
前
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
午

前
十
一
時
二
分
に
参
列
者
全
員

で
原
爆
犠
牲
者
に
対
し
て
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

建
総
連
の
古
市
書
記
長
、
広
島

建
労
安
元
執
行
委
員
長
、
建
設

長
崎
相
川
執
行
委
員
長
が
、
そ

れ
ぞ
れ
代
表
献
花
を
行
い
ま
し

た
。続

い
て
、
水
を
求
め
て
亡
く

な
ら
れ
た
犠
牲
者
の
魂
を
鎮
め

よ
う
と
、
県
下
十
五
支
部
、
そ

し
て
全
国
の
仲
間
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
名
水
の
献
水
と
、
平
和
の

祈
り
が
込
め
ら
れ
た
折
鶴
の
献

納
が
各
代
表
の
手
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
の
こ
と
ば
で
は
、
相
川

委
員
長
は
「
東
北
大
震
災
に
よ

る
原
発
事
故
か
ら
一
年
以
上
が

経
過
し
た
も
の
の
、
そ
の
被
害

状
況
の
全
体
把
握
は
今
も
で
き

て
お
ら
ず
、
人
類
と
核
は
共
存

で
き
な
い
と
い
う
事
が
改
め
て

証
明
さ
れ
た
。
今
後
も
、
核
の

無
い
世
界
を
訴
え
続
け
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
参
加
し
た
組
合

員
・
被
爆
者
・
全
建
総
連
の
仲

間
百
三
十
名
全
員
で
、
白
菊
を

献
花
し
、
原
爆
犠
牲
者
の
御
霊

に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

恒久平和の願いを込めて

浦
上
川
万
灯
流
し

八
月
九
日
、
浦
上
川
に
架
か

る
簗
橋
の
た
も
と
で
、
原
爆
犠

牲
者
の
慰
霊
と
恒
久
平
和
の
願

い
を
込
め
て
「
浦
上
川
万
灯
流

し
」
を
行
い
ま
し
た
。

原
爆
殉
難
者
慰
霊
奉
賛
会
や

城
山
地
区
自
治
会
に
、
建
設
長

崎
も
協
賛
し
、
今
回
で
十
七
回

目
を
数
え
ま
す
。

当
日
は
午
後
五
時
か
ら
、
浦

上
西
支
部
を
中
心
と
し
た
長
崎

市
内
の
組
合
員
・
主
婦
会
・
書

記
局
合
わ
せ
て
約
五
〇
名
の
参

加
者
が
、
筏
を
組
み
、
子
供
達

の
手
で
運
ば
れ
て
き
た
万
灯
を

取
り
付

け
、
多

く
の
市

民
が
見
守
る
中
、
核
廃
絶
や
平

和
へ
の
想
い
を
込
め
た
鎮
魂
の

灯
火
は
、
浦
上
川
の
水
面
を
静

か
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

�
各
地
の
名
水
を
献
水

�
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
折
鶴

全建総連
古市書記長

（相川執行委員長）

毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）９月１５日発行建 設 長 崎第５６７号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



長建国保だより 
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利用者負担額
３３０円
３５０円

補助券額
△３００円
－

割引額
△１００円
－

規定料金
７３０円
３５０円

大 人
子 供
※その他詳細につきましては温泉施設の方へ直接ご確認下さい。

療養付加金、傷病手当金の見直しについて
「平成２５年４月１日実施予定」

厚生労働省は平成２３年度の国保組合へ補助金見直しに絡み、療養付加金（償
還払い）制度を実施している国保組合に対する調整補助金の交付基準を決定
し、『�自己負担の全額償還の見直しを行わない国保組合に対しては、平成
２３年度より特別調整補助金（保険者機能分）を廃止。�自己負担額をレセプ
ト１件当り１７，５００円以上としない国保組合は、平成２６年度以降特別調整補助
金（保険者機能分）を廃止する。』ことを全国保組合へ通達しました。
したがって長建国保は、本年２月２７日開催の第８４回組合会で、現在実施し

ている療養付加金の自己負担額を平成２５年４月より見直すことを決定しました。

療養付加金制度の自己負担額の見直しの内容

�現行制度
各診療月（同月内）において当該組合員が療養の給付を受ける際に支払っ

た一部負担額の月額が、各医療機関等より請求される診療報酬明細書（レセ
プト）１件につき、高額療養費を差し引いた額が、１．入院に要する療養の
給付を受けた場合３，０００円、２．外来に要する療養の給付を受けた場合２，４００
円、３．調剤に要する療養の給付を受けた場合６００円を超えた額を支給する。

�今回の見直し（平成２５年４月１日実施予定）
各診療月（同月内）において当該組合員が療養の給付を受ける際に支払っ

た一部負担額の月額が、各医療機関等より請求される診療報酬明細書（レセ
プト）１件につき、高額療養費を差し引いた額が、１．医療（入院・外来・
調剤）に要する療養給付を受けた場合１８，０００円を超えた額を支給する。

傷病手当金の見直し

�現行制度
当該組合員が療養を受けている場合、療養のため労務に服することができ

ないときは、第４日目から１日につき３，０００円、を支給する。（同一疾病等に
つき最高６０日分を限度に支給）

�今回の見直し（平成２５年４月１日実施予定）
当該組合員が療養を受けている場合、療養のため労務に服することができ

ないときは、第４日目から１日につき４，０００円、を支給する。（同一疾病等に
つき最高６０日分を限度に支給）

平成２３年度事業報告・決算・新役員決定

開
会
に
当
り
、

相
川
哲
男
理
事

長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
来
年
度

の
国
保
組
合
補

助
金
に
対
す
る

概
算
要
求
の
動

向
や
補
助
金
の

ハ
ガ
キ
要
請
へ

の
取
組
み
へ
の

御
礼
と
、
決
算
状
況
、
特
定
健

診
、
就
労
調
査
な
ど
組
む
べ
き

課
題
等
に
つ
い
て
協
力
へ
の
お

願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
東
長
崎
支
部
の
岩

永
和
範
議
長
（
左
官
）
の
進
行

で
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
の
の
ち
、
決
算
剰
余

金
八
億
三
、四
一
八
万
九
、五
一

七
円
の
全
額
を
次
年
度
へ
繰
越

す
等
の
処
分
案
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
前
年
度
繰
越
金
と
国

庫
補
助
超
過
交
付
を
差
し
引
い

た
単
年
度
収
支
は
、
当
初
補
助

金
の
見
直
し
や
医
療
費
の
上
昇

で
約
二
億
円
程
度
の
赤
字
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
前
年
度

並
の
国
庫
補
助
金
の
確
保
等
に

よ
り
約
九
千
万
円
程
度
の
赤
字

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
、

議
員
の
改
選
に
つ
い
て
は
、
組

織
減
少
に
伴
い
議
員
定
数
が
四

十
二
名
か
ら
三
十
八
名
に
、
役

員
に
つ
い
て
は
、
監
事
が
四
名

か
ら
三
名
に
改
め
ら
れ
、
各
支

部
か
ら
新
た
に
選
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

療
養
付
加
金
の
見
直
し

（
二
十
五
年
四
月
）

に
伴
う
傷
病
手
当
金

見
直
し
等
を
検
討

本
年
二
月
の
組
合
会
（
第
八

十
四
回
）
で
決
定
さ
れ
た
来
年

四
月
か
ら
の
療
養
付
加
金
の
支

給
額
見
直
し
（
レ
セ
プ
ト
一
件

当
り
自
己
負
担
額
一
八
、
〇
〇

〇
円
以
上
を
支
給
）
に
伴
い
自

己
負
担
増
を
補
う
た
め
、
傷
病

手
当
金
の
支
給
額
を
「
現
行
一

日
三
千
円
を
四
千
円
（
千
円
引

上
げ
）
と
す
る
。」
案
が
協
議

さ
れ
、
二
十
五
年
度
予
算
編
成

時
（
来
年
二
月
）
に
療
養
付
加

金
の
一
部
改
正
を
含
め
規
約
変

更
等
を
行
う
こ
と
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
減
少
の
対
策
と

し
て
「
保
険
料
を
引
下
げ
て

は
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
高
齢
化
に
よ
る
介
護
費
用

や
医
療
費
の
支
出
増
加
、
さ
ら

に
は
国
庫
補
助
金
の
見
直
し
に

よ
る
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
来

年
の
予
算
編
成
時
に
検
討
を
加

え
る
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
歳
入

歳
出
決
算
状
況

医
療
費
の
支
出
状
況
は
、
本

人
の
入
院
医
療
費
が
前
年
比
一

五
・
八
％
増
と
大
き
く
増
加
し
、

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
保
険

給
付
費
は
四
・
八
四
％
増
の
二

十
万
九
、
九
三
四
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
後
期
高
齢
者
支

援
金
は
、
被
保
険
者
一
人
当
た

り
二
、
五
八
九
円
増
、
介
護
費

用
は
二
、
〇
八
四
円
増
と
毎
年

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
科
目
３．
保
険
給
付

費
〜
科
目
８．
共
同
事
業
拠
出

金
ま
で
の
医
療
に
係
る
支
出
額

は
、
支
出
全
体
の
九
四
・
二
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
入
状
況
は
、
保
険
料
収
入

が
被
保
険
者
の
減
少
で
昨
年
よ

り
五
、
六
六
七
万
円
減
収
と
な

り
収
入
全
体
の
三
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
国
か
ら
の
補
助
金
は
、

昨
年
の
交
付
額
よ
り
五
六
七
万

六
、
〇
〇
〇
円
増
と
な
り
全
収

入
の
約
五
〇
％
を
占
め
て
い
る

状
況
で
、
国
保
運
営
に
最
も
重

要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

去
る
七
月
三
十
一
日
�
長
崎
市
筑
後
町
の
セ
ン

ト
ヒ
ル
長
崎
に
お
い
て
各
支
部
選
出
の
組
合
会
議

員
三
十
七
名
（
定
数
四
十
二
名
）
の
出
席
で
第
八

十
五
回
組
合
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度

事
業
報
告
、
並
び
に
平
成
二
十
三
年
度
決
算
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
、
組
合
会
議
員
の
改
選
な
ど
、

提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１．歳入・歳出差引剰余金 ８３４，１８９，５１７円

組合指定温泉施設の追加のお知らせ
長建国保では９月より新たに『やすらぎ伊王島』を指定温泉施
設として契約。
大人料金で、補助券を適用すると自己負担３３０円で入浴出来ま
す。 （入湯税３０円含む）

やすらぎ伊王島（平成２４年９月現在）

◆所 在 地 長崎県長崎市伊王島町１丁目３２７７－７
◆電 話 ０９５－８９８－２２０２
◆施設概要
天然温泉、大浴場、酵素風呂、ランチバイキング など
◆営業時間 ６：００～翌０：００（駐車場９：００～２２：００）
◆定 休 日 なし
◆利用料金 メンバーズカード 国保補助

長建国保 平成２３年度歳入歳出決算額 （単位：円）

歳 出

割合

０．１

２．５

６３．３

１５．２

５．９

０．０

８．９

０．９

１．６

０．０

０．０

１．６

１００

決 算 額

２，７７８，２３０

９７，６２１，７１２

２，４５３，５８７，９８８

５８８，３７０，８５９

２２６，８１４，９９１

３３，０７８

３４６，１０５，５４２

３５，４４８，０００

６１，８８５，０５４

０

０

６３，４４７，６４２

０

３，８７６，０９３，０９６

科 目

１．組 合 会 費

２．総 務 費

３．保 健 給 付 費

４．後期高齢者支援金

５．前期高齢者納付金

６．老人保健拠出金

７．介 護 納 付 金

８．共同事業拠出金

９．保 険 事 業 費

１０．積 立 金

１１．公 債 費

１２．諸 支 出 金

１３．予 備 費

歳出合計

歳 入

割合

３１．０

４９．３

１．７

０．０

１７．８

０．２

１００

決 算 額

１，４５８，２７４，２００

０

２，３２２，６０４，２４３

０

０

８０，０６８，０００

５０８，１９２

０

０

８３９，９７５，５７３

８，８５２，４０５

４，７１０，２８２，６１３

科 目

１．国民健康保険料

２．手 数 料

３．国 庫 支 出 金

４．前期高齢者交付金

５．県 支 出 金

６．共同事業交付金

７．財 産 収 入

８．寄 附 金

９．繰 入 金

１０．繰 越 金

１１．諸 収 入

歳入合計

第第
８８５５
回回
長長
建建
国国
保保
組組
合合
会会
（（
七七
月月
三三
十十
一一
日日
））

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５６７号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）９月１５日発行



大
浦
支
部

西
彼
支
部

戸
町
夏
ま
つ
り
協
賛

組
合
の
存
在
を

十
分
に
ア
ピ
ー
ル

大
浦
支
部
で
は
、
八
月
十
八

日
�
に
戸
町
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
角
を
お
借
り
し
て
、
住

宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
開
始
直
前
よ
り
大

雨
が
降
り
だ
し
来
場
者
が
少
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

は
一
転
し
て
、
残
暑
が
厳
し
い

中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

取
組
内
容
と
し
て
は
、
十
二

名
の
組
合
員
さ
ん
に
ご
参
加
頂

き
、
包
丁
砥
二
一
一
本
、
親
子

木
工
教
室
（
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
作
成
）
二
十
二
組
の
作

成
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
行

事
で
す
の
で
、
包
丁
研
ぎ
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
地
域
の
方
々

が
多
く
非
常
に
喜
ば
れ
て
、
本

当
に
や
っ
て
良
か
っ
た
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
地
域
の

方
々
に
建
設
長
崎
の
存
在
を
十

分
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
非
常
に
暑
い
中
で

の
作
業
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ご
協
力
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

工
藤

是
正

田
上

義
高

平
山

正
則

北
村

五
男

竹
�

初
雄

古
里

治
夫

鳥
田

時
治

平
山

宏
三

川
原
喜
久
雄

小
野

義
龍

松
尾

哲
夫

鳥
田

愛
子

東
長
崎
支
部
で
は
八
月
二
十

六
日
�
古
賀
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
親
子
木
工
教
室
を

開
催
。
今
年
は
、
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
遊
ん
で
み
よ
う
！
で
チ

ラ
シ
を
作
成
。今
回
は『
竹
馬
・

ト
レ
ー
ラ
ー
型
貯
金
箱
・
ゴ
ム

で
動
く
三
輪
オ
ー
ト
バ
イ
・
自

由
工
作
』
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

準
備
Ｏ
Ｋ
。
ス
タ
ッ
フ
は
見
本

品
を
見
て
、「
オ
ー
ッ
と
コ
リ
ャ
、

込
み
入
っ
て
難
し
か
バ
イ
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が

建
設
組
合
の
職
人
、
二
〜
三
台

作
る
う
ち
手
馴
れ
た
も
の
で
何

の
そ
の
。

来
場
し
た
子
供
の
中
に
は
出

来
か
け
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
握
り

締
め
て
、
最
後
の
仕
上
げ
を
し

て
あ
げ
る
と
言
っ
て
も
泣
い
て

手
放
さ
な
い
子
も
。
家
族
三
人

で
来
ら
れ
た
人
は
、
子
供
の
物

は
ス
タ
ッ
フ
に
任
せ
、
お
父
さ

ん
が
自
分
用
の
オ
ー
ト
バ
イ
工

作
に
ハ
マ
っ
て
熱
中
し
て
い
ま

し
た
。
ト
レ
ー
ラ
ー
型
貯
金
箱

で
は
、
お
金
は
ど
こ
か
ら
出
す

と
？
そ
れ
は
秘
密
！
竹
馬
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
竹

馬
で
早
速
親
子
で
練
習
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
姿

も
。
自
由
工
作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ミ
ニ
椅
子
に
木

の
枝
（
バ
イ
ク
の
部
品
材
）
を

挿
し
込
ん
で
の
ア
ー
ト
製
作
、

そ
れ
に
木
で
作
っ
た
ト
ン
ボ
を

止
ま
ら
せ
る
合
作
品
も
登
場
。

そ
れ
を
見
て
「
今
日
の
大
傑
作
、

百
点
満
点
！
」
と
の
声
に
会
場

は
大
爆
笑
。
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
来

場
者
か
ら
は
、
去
年
作
っ
た
巣

箱
を
自
宅
の
庭
木
に
掛
け
て
い

た
ら
、
小
鳥
が
来
て
雛
が
巣

立
っ
て
い
っ
た
と
の
朗
報
も
あ

り
ま
し
た
。

受
付
で
は
、
市
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
の
資
料
と
組
合

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
配
布
。
住
宅

相
談
で
は
、
建
具
の
建
て
つ
け

と
、
ハ
ン
デ
の
あ
る
人
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
補
助
金
制
度
に
つ

い
て
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
来
場

者
の
方
は
三
十
代
〜
四
十
代
の

方
が
主
で
、
こ
の
様
な
ふ
れ
あ

い
活
動
を
通
し
て
顔
馴
染
み
に

な
り
地
元
の
職
人
と
い
う
事
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
大
事
と
感

じ
ま
し
た
。

今
回
は
、
古
賀
小
校
区
母
の

会
、
高
城
台
小
校
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
に
よ
る
チ
ラ
シ
配
布
、
ま
た

市
民
セ
ン
タ
ー
の
所
長
さ
ん
も

協
力
的
で
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
に
も

貼
り
出
し
て
頂
き
、
次
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

前
準
備
や
当
日
参
加
し
て
く
れ

た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。
（
支
部
長
牧
島
）

子供より
親が夢中に
おもちゃ作り

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

牧
島

貢

岩
永

和
範

里

澄
宏

尾
上

正
範

本
村
美
喜
男

本
田

勇

松
尾

徳
己

藤
本

稔
美

里

雄
二
郎

木
村

博
之

本
田

隆
彦

井
手

貞
夫

寺
田

政
徳

若
杉

隆

山
村

篤
司

木
下
千
代
蔵

本
田

順
一

野
口

博
之

横
瀬

洋
文

松
田

六
広

赤
瀬

勇

里

誠
剛

本
庄

照
幸

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

西
彼
支
部
琴

海
分
会
で
は
、

恒
例
と
な
っ
た

住
宅
デ
ー
を
八

月
二
十
六
日
�

に
Ｊ
Ａ
村
松
・

長
浦
・
形
上
の

三
会
場
で
開
催

し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
大

雨
警
報
が
発
令

さ
れ
、
強
風
、

雷
雨
の
中
で
の

開
催
で
し
た
が
、

今
年
は
晴
天
の
中
、
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
恒
例
行
事
と
し

て
、
三
箇
所
に
分
か
れ
て
の
開

催
は
、
地
域
の
方
々
に
浸
透
し

て
お
り
、
開
始
と
同
時
に
お
客

さ
ん
が
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

残
暑
厳
し
く
、
汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
、
受
付
け
ら
れ
た
包

丁
を
一
本
一
本
丁
寧
に
研
ぎ
上

げ
ま
し
た
。

昨
年
は
雨
の
影
響
も
あ
り
、

例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

今
年
は
昨
年
を
大
幅
に
超
え
、

三
箇
所
で
三
百
五
十
九
本
の
包

丁
を
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
松
園
）

恒
例
行
事
と
し
て

地
域
に
浸
透

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

井
手

吉
一

角
崎

豊

山
崎

康
博

井
手

正
己

石
橋

洸

山
下

繁
昌

神
近

剛

山
崎

春
雄

森

進

松
山

義
廣

藤
田

清

�
木

公
雄

岸
川
久
美
男

岑
山

義
徳

井
手

一
男

浦

勝
彦

岳
本

吉
郎

前
尾

辰
美

山
中

茂

松
本

菊
夫

相
川

守

川
崎

康
夫

広
瀬

安
夫

辻

泰
志

浦
添

朝
夫

相
川

一
吉

小
野
田
国
夫

太
田

正
利

岩
下

敏
昭

小
山

哲
男

石
橋

忍

岩
下

良
博

林

一
弘

毛
利

初
実

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

琴
海
分
会

時
津
連
合
分
会

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

実
り
あ
る
活
動

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
残
暑
厳
し
い
八
月
二
十
六

日
�
時
津
夏
ま
つ
り
会
場
に
お

い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

祭
り
会
場
ら
し
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
と
合
わ
せ
て
、
親

子
木
工
教
室
（
す
の
こ
作
り
）

も
行
っ
て
お
り
、
来
て
頂
い
た

お
客
さ
ん
も
そ
の
名
の
通
り
親

子
で
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

研
ぎ
上
げ
た
包
丁
は
、
百
二

十
六
本
、
す
の
こ
は
八
十
一
組

作
成
し
ま
し
た
。

毎
年
、
夏
祭
り
会
場
で
の
開

催
に
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
は
と
て
も
実

り
あ
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、仕
事
確
保
の
面
で
は
、中
々

成
果
を
得
る
事
が
難
し
く
、
内

容
や
開
催
場
所
な
ど
、
今
後
工

夫
し
て
い
く
事
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

暑
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す

（
松
園
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

植
田

勝
次

井
手

保

濱
本

勝
之

中
尾

豊

若
杉

秀
明

嶋
本

清
孝

森

巽

高
木
栄
八
郎

川
林

満

菅
高

秀
明

松
野

春
男

堀
口

留
喜

高
見

賢
一

松
尾

哲
朗

尾
崎

勝

辻

昭

松
本

文
男

松
林

満
男

岩
崎
喜
三
郎

岩
永

亀
雄

濱
本

久
枝

溝
上

啓
子

植
田
ヤ
ス
エ

一
瀬

博
子

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

住宅デー特集
各地域で
奉仕活動・木工教室

部支崎長東

西
彼
支
部
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市

南

支

部

島

原

支

部

佐
世
保
中
央
支
部

開催場所

長崎建設技能会館

開催期日
平成２４年

１２月１３日�１４日�

開催場所

大村支部

開催期日
平成２４年

１０月１１日�１２日�

開催場所

県北建設総合会館

開催期日
平成２５年

２月１４日�１５日�

海
岸
美
化
活
動

＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
親
睦
会

残
暑
厳
し
い
八
月
二
十
六
日

�
、市
南
支
部
で
は
恒
例
の「
海

岸
美
化
活
動
」
を
、
高
浜
海
水

浴
場
で
組
合
員
・
家
族
あ
わ
せ

て
二
十
七
名

の
参
加
で
実

施
し
ま
し
た
。

高
浜
海
水

浴
場
で
は
、

一
週
間
前
に

ビ
ー
チ
バ

レ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ

て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど

の
人
工
的
な

ゴ
ミ
は
少
な
い
よ
う
で
し
た
が
、

木
の
枝
や
海
藻
な
ど
は
所
々
あ

り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

照
り
つ
け
る
太
陽
に
も
負
け
ず
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
約
一
時

間
か
け
て
、
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め

ま
し
た
。

終
了
後
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

を
開
催
。

清
掃
活
動
で
渇
い
た
の
ど
を

潤
し
、
次
々
と
焼
き
上
が
る
お

肉
、
野
菜
な
ど
を
堪
能
。

お
酒
も
入
り
仲
間
同
士
の
会

話
も
弾
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
な
か
、
仲
間
と
楽
し
く
交

流
を
楽
し
ん
だ
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

（
古
井
）

納
涼
親
睦
会
に
一
〇
六
名
の
参
加

八
月
三
十
日
�
夜
、
島
原
の

夏
を
締
め
く
く
る
第
二
十
回
島

原
温
泉
ガ
マ
ダ
ス
花
火
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。
雲
仙
・
普
賢
岳

災
害
時
の
全
国
か
ら
の
支
援
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
平
成
五
年
か
ら

開
催
さ
れ
、
今
年

は
節
目
の
二
十
周

年
を
迎
え
例
年
の

六
千
発
を
し
の
ぐ

一
万
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
に
合
わ

せ
て
島
原
支
部
で

は
恒
例
の
納
涼
親

睦
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
支
部
の

駐
車
場
か
ら
花
火

が
綺
麗
に
見
え
る

の
で
最
高
の
花
火
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
（
大

人
七
十
四
名
・
子
供
三
十
二

名：

合
計
一
〇
六
名
）
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

支
部
の
駐
車
場
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
と
ゴ
ザ
を
引
き
テ
ー
ブ

ル
を
置
い
て
そ
こ
で
花
火
を
見

な
が
ら
食
事
が
で
き
る
よ
う
。

ま
た
、
屋
台
は
焼
肉
・
焼
き
そ

ば
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
大
き
な
鉄
板
を
準
備
し
、

生
ビ
ー
ル
・
カ
キ
氷
な
ど
の
屋

台
も
出
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

向
け
に
福
引
き
大
会
を
開
催
し

て
、
会
場
は
お
祭
り
会
場
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
の
影
響
で
雨
予

報
に
な
っ
て
お
り
中
止
に
な
る

の
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

定
刻
の
午
後
八
時
三
十
分
に
は

予
定
通
り
花
火
の
打
ち
上
げ
が

始
ま
り
、
夜
空
は
一
万
発
の
花

火
で
色
鮮
や
か
に
染
め
ら
れ
、

一
尺
五
寸
の
大
玉
が
上
が
る
と

会
場
に
は
大
き
な
歓
声
と
拍
手

が
―
。
皆
さ
ん
は
ゴ
ザ
の
上
で

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
主
婦
会
の

皆
さ
ん
が
作
っ
た
手
料
理
、
焼

き
そ
ば
等
を
食
べ
な
が
ら
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
準
備
の
為
に
お
昼
か

ら
、
支
部
役
員
、
主
婦
会
・
青

年
部
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
ご

協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
の
お
蔭
で
参
加
者
皆

ん
な
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と

が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
立
野
）

地
域
に
浸
透

長
与
連
合
分
会
住
宅
デ
ー

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で

は
、
九
月
九
日
�
農
協
撰
果
場

に
お
い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

朝
晩
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、

秋
の
気
配
を
感
じ
て
き
て
い
ま

す
が
、
当
日
は
曇
り
で
雨
も
心

配
さ
れ
、
湿
度
が
高
く
蒸
し
暑

い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
始
早
々
、
多
く
の
包
丁
、

カ
マ
、
は
さ
み
等
が
持
ち
込
ま

れ
、
受
付
終
了
時
間
ま
で
休
憩

す
る
間
も
な
く
、
一
本
一
本
丁

寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
地
域

の
方
々
に
も
深
く
浸
透
し
て
お

り
、
実
り
あ
る
住
宅
デ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

（
松
園
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

松
林

満
男

石
川

明
文

濱
本

孝
博

毎
熊

明
夫

中
村

秀
徳

脇
川

雅
隆

迫

貴
幸

尾
崎

光
生

岩
木

信
義

加
賀
江
岩
太
郎

井
手

保

松
尾

哲
朗

若
杉

秀
明

嶋
本

清
孝

中
尾

豊

松
林
嘉
代
子

濱
本

静
香

岡
崎
ア
イ
子

岩
永

和
子

相
川
委
員
長

北
村
副
委
員
長

青
年
部
住
宅
デ
ー
（
包
丁
研
ぎ
）

佐
世
保
中
央
支
部
は
八
月
十

九
日
�
に
県
北
総
合
会
館
駐
車

場
に
て
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
組
合
員
六
名
の
参

加
で
、
朝
九
時
よ
り
受
付
を
開

始
し
、
包
丁
４３
本
を
、
皆
さ
ん

気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
丁
寧
に

研
ぎ
ま
し
た
。

真
夏
の
暑
い
中
の
包
丁
研
ぎ

と
な
り
ま
し
た
が
、
青
年
部
員

の
子
供
さ
ん
た
ち
が
そ
の
場
の

雰
囲
気
を
和
ま
せ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
住
宅
デ
ー
は
事
前
に

チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
を
行
い

ま
し
た
が
、
開
催
日
が
御
盆
明

け
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
出
足

も
鈍
く
、
地
域
の
方
々
に
建
設

長
崎
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
は
青
年
部
の
皆
様
と
協

力
し
て
い
き
な
が
ら
、
建
設
長

崎
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
に
な
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

御
協
力
い
た
だ
い
た
青
年
部

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
坂
口
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

本
田

英
樹

大
島

�
博

柿
本

憲
吾

塚
本

剛
志

瀬
尾

友
謙

瀬
尾

恒
太

小
野

猛
範

坂
口

友
廣

各種作業主任者講習会開催予定表
木造建築物作業主任者講習会（講習期間２日間） 足場組立作業主任者講習会（講習期間２日間）

型枠作業主任者講習会（講習期間２日間）

＊講習料 �組合員 ６，０００円 �組合員以外 ８，０００円
＊講習時間 午前９時～午後５時迄
＊各支部にて受付（他の資格保有者は主任者手帳を提出のこと）
申請書、写真２枚（サイズ２．５�×３．０�）

※各講習会の開催にあたっては、１０名以上を原則とします。
※１０名以下の少人数の場合は、他の講習機関での受講をお願いする場合があります。
※計画の内容については変更の可能性もありますので詳しくは建設長崎新聞をごらんく
ださい。または学院（０９５－８６１－９２６１）まで御連絡ください。

西

彼

支

部

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５６７号 ６	建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１２年（平成２４年）９月１５日発行


	kensetsu

